
 

   

 

 

 

 

 

 

 

支部長挨拶     

       後志支部 支部長 

北海道社会事業協会岩内病院 

今井 由香里                                                                                                                     

 

日頃より後志支部の運営・活動に多大なるご支援を賜り、深く御礼申し上げ 

ます。 

昨年度は新型コロナウィルス感染症により、後志支部事業のほとんどが中止 

  となりました。 

今年度も縮小しての開催や中止となった事業もありますが、役員みんなで学 

習しながらWebでの会議や研修会開催に取り組み、次年度に向け事業計画を 

検討しているところです。次年度は、Webをうまく取り入れ、支部事業を進め 

ていきたいと考えています。 

コロナ禍で後志支部会員同士の交流も減っており、支部活動や地域の看護職の 

様子を共有することを目的に、この度、支部ニュース「羊蹄」64号を発行する 

運びとなりました。今は新型コロナウィルス感染拡大が落ち着いていますが、 

今後第 6波も懸念され、まだまだ気が抜けない状況が続くなか、同じ地域で働 

く看護職が、それぞれの場所で頑張っていることを少しでも伝えられれば幸い 

です。 

  会員の皆様には、今後とも支部活動へのご支援をどうぞよろしくお願い致します。 
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委員会紹介 

 

         教育委員会活動報告 

 

教育委員長  北海道社会事業協会岩内病院  池田加奈子 

 

         今年度後志支部は、北海道科学大学保健医療部看護学科急性・                           

重症患者看護専門看護師石川幸司講師による「フィジカルアセス 

メント研修」を開催しました。「フィジカルアセスメントの基礎を 

学び、日々のケアに活かす」ことを目的に、患者の症状を正しく 

アセスメントし看護に繋げるための術や事例を用いて御講義いただきました。 

受講者アンケートでは、研修内容の理解や今後の活用・課題の明確化すべてが高評価で 

「とても分かりやすかった」「正確にアセスメントする実践方法を理解する助けとなった」 

「今後の課題を見つけられる有意義な研修であった」と意見がありました。 

コロナ禍により、Webでの研修となりましたが、北海道看護協会教育担当者にサポート 

を頂き、有意義な研修会を開催できました。今後も、自律した看護師育成に繋がる研修会を 

企画していきたいと思います。 

 

 

 

施設紹介リレー第 1回 北海道社会事業協会余市病院 

 

    余市町は人口 18,000人、海と山に囲まれた自然豊かな 

  町です。当院は北後志 5町村（余市・仁木・赤井川・古平・ 

積丹）の基幹病院として昼夜地域医療を提供しています。 

コロナ病床を含め急性期、障害者、回復期リハビリテーシ 

   ョン病棟があり、現在病床は 125床で稼働しています。 

規模は小さめですが、院長・看護部長をはじめとして団結力 

に自信があります。2021年夏には職員一丸となり、コロ 

ナウイルスワクチンの大規模接種に取り組みました。 

写真はその時の会場（北星余市高校体育館）で撮影しました。       

右肩に「結」の文字の入ったユニフォームは「北の国から」で有名な倉本聰さんたちが呼びかけのクラウドファン 

ディングより寄贈されたものです。病院の基本方針である「患者様の笑顔・地域への貢献・自らの幸せ」を大切に、 

これからもより良い医療を提供していきます。       

7色ユニフォームで☻笑顔がいいね！    4月職員宿舎を新築しました    きれいな 1LDK   夏は海の幸を満喫！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ２ 病棟 K.H さん 

働く中で悩むことが何度かありましたが、職場全体で 

サポートしてくださり、安心して働くことができています！ 

B４ 病棟 S.M  さん 

1年目は覚えることが多く大変で、挫けそうな日もありますが、 

患者様の笑顔や、感謝の言葉を頂いた時は 

看護師になって、良かったなと思います。 

中央 M.S  さん 

手術室勤務となり、専門的知識を習得していくことが 

楽しいと感じています。また、チームで協力し、スムーズに 

手術が進行していくことが出来ると、やりがいを感じます！ 

B３ 病棟 K.O さん 

幅広い知識、技術、判断力が問われますが、 

患者様の為に最善をつくせることにやりがいをもって 

毎日を過ごせています。 

第 6病棟 Y.Y  さん 

4月から地域包括ケア病棟に配属となり、退院に向かっている 

患者さん 1人 1人に合わせて退院してからの生活への不安を軽減

できるよう看護を考えました。退院する際、患者さんから笑顔が見ら

れたとき看護する事のやりがいを感じました。 

倶知安厚生病院 新人紹介 
倶知安厚生病院には、14 名の新人看護師さ

んが仲間入りしました。今回、各病棟の代表者

さんから、素敵なコメントが届きましたので、 

ご紹介します！ 



 

患者さんからの感謝の言葉、

一人でできる技術が増えたこ

とで、毎日やりがいと楽しさ

を感じながら仕事をしていま

す！（M・M） 

 

日々患者さんと関わってい

く中でまだ不安なことはあ

りますが、先輩方が気にか

けて、助言してくださり、

充実した環境で楽しく 

働いています！（N・T） 

 

先輩方が、ひとつひとつ丁寧に教えて

下さるので少しずつ出来ることが増

え、患者さんから感謝の言葉をいただ

けて、やりがいを感じながら仕事する

ことができています。（F・T） 

初めてのことだらけで大変なこと

も多いですが、とてもやりがいの

ある楽しい仕事です！（K・S） 

 

日々できることが増え

るようになってきてか

らとてもやりがいのあ

る仕事だと思い働いて

います！（R・S） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

岩内協会病院 新人紹介 

今年度、5 名の仲間が加わりました。学生時代、ＣＯＶＩＤ-19 感染の拡大により、臨床実習時間が

削減されましたが、入職後、多くの患者様と関わり、いろいろな経験を積み、日々成長しています。 

今回、笑顔のコメントをいただいたので紹介します。 



昨年の春、6名が新たに看護の仲間
として入職しました。
さまざまな経験を重ねながら頑張って
います。忙しい業務の合間に素敵な
笑顔をいただきました！

余市協会病院 新人紹介

後志支部会員数
432名

2021年10月31日現在

2022年2月5日（土）
後志支部大会開催
岩内協会病院

＊参加申し込みは締め切りました

7年ぶりの機関誌作成でした。業者を入れずに手作りのため悪戦苦闘しながらも、委員一同団結して発行にこぎつけました。
これを機会に継続発行を目標にして、次号はよりブラッシュアップしてお届けします！ （委員長 清水田 幸子）

何もないところからの作成に四苦八苦いたしましたが、皆様のご協力と新人さん達のコメントや笑顔にほっこりしながら
作成できました。これからも、現場の声をお届けしたいと思いますのでお楽しみにして下さい！ （委員 大塚 麗奈）

初めての委員活動に戸惑うこともありましたが、皆様の協力のもと取り組むことができました。コロナ禍が続き直接の交流が
減っていますがこの機関紙が情報発信・共有の場となるよう皆様の声をお届けしていきます。 （委員 阿部 真弓）

11月某日、ロールプレイの技術研修で久しぶりに集合しました！

一人一人の患者さんに寄り
添った看護ケアを提供できる
よう日々精進していきます！
（M・N）

働き始めて日がたちますが、
まだまだ学ぶことがたくさんあ
り、日々勉強です。1人前の看
護師になれるように頑張ってい
きます（R・T）

患者さんの病状や状況に応
じて安全・安楽な看護を提
供できるよう日々研鑚して
いきます（H・N）

苦痛を軽減し安全・
安楽に過ごすことが
できるようケアして
いきたいです
（M・H）

持ち前の明るさとポジティ
ブさを武器に頑張ります！
（S・M）

看護技術や知識を身につけ、
一人一人に寄り添った看護を
していきたいです（M・K）

支部からの

お知らせ

編集後記 働き続けられる職場づくり推進委員会


